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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ハンドボール競技を主な題材として、戦術的能力の規定因子を特に状況解決能
力に着目して検討し、さらに導出された各因子を評価し、その妥当性を検討した上で、効果的な戦術学習に寄与するこ
とを目的として実施した。
　3ヶ年の成果として、戦術的能力の規定因子として、味方との連携における行動に関連する能力が重要であることが
示唆され、それらの能力がトレーニングによって変化し、パフォーマンス能力としての変化が生ずる可能性が示された
。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop tactical ability in Handball by investiga
ting elements of providing tactical ability and estimating propriety of the elements.
As a result, it can be seen that an ability to coordinate with the other players in the same team is one o
f the most important element of providing tactical ability. And it can be said that the ability is variabl
e by having proper trainings. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）文部科学省は、小学校、中学校、およ
び高等学校の学習指導要領において、戦術学
習の重要性について明記している。競技スポ
ーツにおいて、特に球技種目では、戦術的能
力がパフォーマンスに与える影響は大きい
と、広く認知されており、球技における戦術
に関する文献等を調査すると、関連するもの
は数多く見られる。ハンドボール競技も例外
ではなく、国内外に、スコア分析と戦術形態
を関連付けた研究や、戦術的なパターンの出
現に関する研究、攻撃展開の予測能力に関す
る研究などが見られる。しかしながら、いず
れの文献においても、戦術的能力に関しては、
間接的な捉え方や評価にとどまっていた。 
 
（2）依然として学術的に未整備である、戦
術的能力の考慮は、特に球技種目における合
目的的なコーチングの実施にあたって、極め
て重要であり、そのための課題として、より
多くの視野における、戦術的能力の評価指標
作り、そしてその評価に基づくコーチングや
トレーニング手段の開発が不可欠であると
考えられた。 
 
２．研究の目的 
 ハンドボール競技において、戦術的能力が
パフォーマンスに大きな影響をおよぼすこ
とは、広く認知されている。しかしながら、
戦術的能力の規定因子として、十分な知見の
もとに、確立されたものは見られず、「セン
スがある」などの抽象的評価で先天性の高い
ものとして扱われてきた。戦術的能力は本来
トレーナビリティが高いものであり、精度の
高い評価のもと、十分なトレーニングを通し、
開発されるべきである。そこで、本研究は、
ハンドボール競技を題材として、戦術的能力
の規定因子を状況解決能力に着目して検討
し、戦術的能力の評価を実施することで、そ
の妥当性を検討した上で、効果的な戦術学習
に寄与することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）研究の段階的計画 
 以下の通り、大きく３段階に分けて研究を
実施した。 
① 戦術的能力の規定因子の調査 
② 状況解決能力の実験的調査 
③ 戦術的能力の規定因子とトレーニング手

段の検討 
 
（2）戦術的能力の規定因子の調査 
 規定因子の検討のため、以下に示すインタ
ビューによる調査を実施した。 
 
＜調査①＞ ハンドボール競技国内トップリ
ーグのインタビュー調査として、日本リーグ 
男子 8 チーム、女子 6 チーム 計 14 チーム
の指導者に、インタビュー調査を実施した。
主な調査内容は、状況解決能力に関すること

として「状況解決能力の重要性」「 状況解決
能力の評価できる具体的状況」「状況解決能
力のトレーニング手段について」を設定した。 
 
＜調査②＞ハンドボール以外の種目におけ
る状況解決能力にも着目し、より幅広い規定
因子の調査を実施した。調査対象は バレー
ボール、およびバスケットボールトップレベ
ルチームの指導者とした。 
 
（3）状況解決能力の実験的調査 
 平成 23 年度の研究結果より得られた、戦
術的能力の規定因子である“ポストプレーヤ
ーを含む攻撃の状況”を実験的に作り、これ
を撮影したものを、動作解析法によるアプロ
ーチとして、二次元 DLT 法を用いて座標化し、
DKH 社製ハンドボール分析プログラムを用
いたものによる、パフォーマンス能力の評価
を実施した。 
 
（4）戦術的能力のトレーナビリティ 
 平成 24 年度までに確認された、戦術的能
力の規定因子を改善すると考えられるトレ
ーニング手段を創出し、戦術的能力のトレー
ナビリティについて検討した。 
 
４．研究成果 
（1）戦術的能力の規定因子について 
 本研究のインタビュー対象とした、いずれ
の指導者においても、戦術的能力の重要性を
認識していること、また、それぞれの指導者
が、その重要性を認めながらも、トレーナビ
リティやトレーニング方法について一定の
見解を見ないことが明らかとなった。戦術的
なトレーニングの評価は、定量的に評価する
ことが困難で、感覚的にその能力を評価する
場合が多く、指導者によっては先天的な要素
が非常に高いと捉えていることが、本研究の
インタビュー調査からもうかがえた。 
 しかしながら、戦術的能力は、そのすべて
が生得的でないことは明らかであり、例えば
指導者により、ある状況の解決に向けた知識
の提供が、その状況解決に大きく寄与してい
ることは実戦場面において容易に認めるこ
とが出来、戦術的能力のトレーナビリティを
認めていることが示唆された。 
 状況解決能力の評価では、その思考過程に
ついて言及するインタビュー対象者が多か
ったが、トレーニング手段については、前提
条件としてみなす技術力のトレーニングや、
さらにその下位成分とみなす体力的トレー
ニングを上げるインタビュー対象者も見ら
れた。ここから、指導者は、技術力の向上が
状況解決能力、すなわち戦術的能力の向上に
貢献することを経験知として有しているこ
とが示唆された。 
 対象としたトップ指導者の見解から、戦術
的能力の規定因子について、“状況の認知と
判断”“空間の認知”“情況の認知”などが上
げられた。 



 戦術的能力の規定因子として、主に得られ
た回答より、状況の認知や判断に関する能力
が特に重要であることが示唆されたが、他に
あげられた要素として、技術を遂行していく
能力の高さが重要であることが推察される。 
 ハンドボール競技において、特に戦術的能
力に適した状況として、ポストプレーヤーの
介在する状況があげられた。ポストプレーヤ
ーは、防御プレーヤーの間に位置しており、
図 1の状況のように、いずれの防御プレーヤ
ーによってポストプレーヤーをマークすべ
きかは、ボールを保持する攻撃プレーヤー
（a）の行動によって変化することが一般的
であり、ポストプレーヤーの存在が防御プレ
ーヤーによる攻撃プレーヤーのマーク形態
を複雑にする。そのため、図 1に示すような
状況は、戦術的思考力の高低が、状況の解決
に、より影響を及ぼすことが考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 ポストプレーヤーの介在する 2：2状況 
 
（2）状況解決能力とパフォーマンスの関係 
 攻撃プレーヤーと防御プレーヤーの中心
から半径 1m の円の面積の重なり合わない部
分における、攻撃プレーヤーがフリースロー
ライン内を占める面積を有効エリア占有面
積とし（図 2）、パフォーマンスとの関係を検
討した。 

有効エリア占有面積

 

図 2 有効エリア占有面積 
 
 結果、競技レベルと有効エリア占有面積に
関係性のあることが示唆された。 
 図 3 は、国内トップレベル競技者 A、大学
女子トップレベルリーグ所属チームレギュ
ラー競技者 B、大学女子トップレベルリーグ
所属チームに所属する初心者 Cの、有効エリ
ア占有面積を比較したものである。図１に示
す状況下での成功確率は、A が最も高く、次
いで B、C と競技レベルの順に成功確率が順
位づけられる結果となった。 

被験者 Aは、国内トップクラスのパフォーマ
ンスレベルにあり、内省報告からも、防御プ
レーヤーによる早目の厚いマークを試みら
れているものの、試技区間を通して有効エリ
ア占有面積を評価する区間平均値が他の2被
験者より有意に高い値が示されていること
から、防御からのマークを確実に希薄にさせ
ることが出来ていることが推察される。 
 被験者 B は、被験者 A との比較において、
試技区間を通しての占有面積も区間最高値
も有意に低い値が示されている。また、初心
者レベルである被験者 Cにおいては、統計学
的有意差は認められないものの、明らかに被
験者 Aと異なる傾向を示しており、これらか
ら、パフォーマンスレベルと本研究の対象状
況における有効エリア占有面積の間に関係
性が成立する可能性が示唆された。 
 

 
図 3 区間最大有効エリア占有面積 

 
 球技種目の多くの実践場面においても、個
人の戦術的行動は、いわゆるマンツーマン的
な 1：1 状況に限定されるものではない。例
えば味方の行動が自身をマークする防御プ
レーヤーに影響を与え、いわばその味方の動
きをおとりにして、自身の戦術的行動を成功
させるといった例や、バスケットボールに見
られるようなスクリーンプレーも、味方の動
きを利用した戦術的行動である。これらは個
人の判断と、味方とのコンセンサスのもとに
発揮されるものである。すなわち個人の判断
における行動は、個人戦術的能力、及びグル
ープ戦術的能力の双方に関与していること
は明らかであり、ハンドボール競技のような、
集団球技種目において、個人の戦術的能力は、
個人戦術的行動においても、グループ戦術的
行動の中においても評価されるべきもので
ある。 
 
（3）戦術的能力のトレーナビリティ 
 ポストプレーヤーの介在する 2：2 状況に
おいて、パフォーマンスレベルの高いプレー
ヤーが、より適した状況解決能力を示すこと
が明らかになった。また、その状況解決に適
するトレーニング手段を用いることによっ
て、戦術的能力の改善がはかられることが認
められた。 
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